
道路の維持管理計画（案）

国土交通省 東北地方整備局
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１．適用の範囲

本基準は、国土交通省東北地方整備局が管理する一般国道（以下「直轄国道」とい
う。）及び直轄で管理する高速道路（以下「直轄高速道路」という。）の維持管理に
適用します。

２．維持管理の目的

国土交通省東北地方整備局で管理する直轄国道及び直轄高速道路（別紙ー１）を常
時良好な状態に保つことと、これらが有する下記機能を発揮させることを目的に、維
持管理を実施します。

①我が国の経済・社会活動の基盤としての中枢的な交通インフラとしての機能

②国際物流や都道府県境を越える人流、物流を担うなど、広域的な交通を確保する
機能

③災害時や降雪・豪雨等の異常気象時においても可能な限り交通を安定的に確保又
は定時性を保持し、幹線道路交通の信頼性を確保する機能

④都市内の空間を形成し、防災上や環境上も重要な影響を与えるなど、空間を形成
する機能
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３．道路巡回

道路巡回は、道路及び道路の利用状況を把握し、道路の異状等に対して、適宜の措置
を講ずるため、通常巡回、定期巡回、異常時巡回ごとに以下のとおり実施します。

①通常巡回
通常巡回は、主に道路パトロールカーの車内より、道路の異状、道路利用状況等を
目視で確認するため、原則として以下の頻度で実施します。

平均交通量 ５０，０００台／日以上 ：１日に１回
〃 ５，０００台／日以上５０，０００台未満：２日に１回
〃 ５，０００台／日未満 ：３日に１回

②定期巡回
定期巡回は、徒歩にて道路施設の状況等を確認するため、原則として年に１回の頻
度で実施します。

③異常時巡回
異常時巡回は、豪雨、地震等の異常気象時や災害発生時において、道路施設の被災
状況や通行の可否等を把握し、適切な措置を講じるため、適宜実施します。

なお、道路の存する地域の地形の状況、通行の安全確保のため対応が必要である等、
特別な事情がある場合には、上記にかかわらず、適切な頻度で実施します。
また、道路緊急ダイヤル（♯9910）による情報収集等、道路利用者等からの道路の
異状等に関する情報の活用にも努めます。

【落下物の回収】 【豪雪時の異状箇所確認】 【道路標識上の積雪処理】
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４．清掃

清掃については、路面清掃、歩道清掃、排水構造物清掃ごとに以下のとおり実施し
ます。

①路面清掃は、通行車両に対する安全性の確保、走行の快適性や沿道環境の向上のた
め、以下を目安としつつ、塵埃量の実績に応じた適切な頻度を設定し実施します。

ＤＩＤ区間：年間６回
その他地区：年間１回

※ＤＩＤ：人口集中地区（人口密度が4,000人/km2以上の基本単位が互いに隣接して人口が

5,000人以上となる地区に設定されます）

なお、作業の実施にあたっては、路面清掃車による機械清掃を基本とします。

②歩道清掃は、歩行者等の通行の安全性を確保するため、原則として街路樹からの落
葉等の除去に限定して実施します。

③排水構造物清掃は、土砂等の堆積等による通水阻害の防止するため、通水阻害箇所
を抽出した上で、年１回を目安とし、適切な頻度を設定し実施するものとします

なお、道路の構造及び沿道の土地利用の状況、景観への配慮、通行の安全確保のため
対応が必要である等、特別な事情がある場合には、上記にかかわらず、適切な頻度で実
施します。

【路面清掃】 【歩道清掃】 【側溝清掃】
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５．除草

除草は、雑草の繁茂により建築限界内に障害が発生することを防止するとともに、通
行車両からの視認性を確保するため、以下の繁茂状況を目安として、除草すべき箇所を
抽出した上で実施します。

・建築限界内の通行の安全確保ができない場合
・運転者から歩行者や交通安全施設等の視認性が確保できない場合

なお、道路の構造及び沿道の土地利用の状況、景観への配慮、通行の安全確保のため
対応が必要である等、特別な事情がある場合には、上記にかかわらず実施します。

【除草前】 【除草中】 【除草後】

６．剪定

剪定は、植樹帯及び中央分離帯の植栽の繁茂により建築限界内に障害が発生すること
を防止するとともに、通行車両からの視認性の確保や沿道環境の向上等のため、管内の
植栽管理全体について以下の頻度を目安として実施します。

高木・中低木：３年に１回程度
ただし、樹種による生長速度の違いや樹木の配置等を踏まえ、適切な
頻度を設定します。

寄 植：１年に１回程度

なお、景観への配慮、地域の特性、通行の安全確保のため対応が必要である等、特別
な事情がある場合には、上記にかかわらず、適切な頻度で実施します。

【剪定作業の状況】 【剪定前】 【剪定後】
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７．除雪

除雪の内容については、安全で円滑な冬期道路交通の確保を図り、大規模な通行止め
が生じないよう、また、一定速度の旅行速度が保たれるよう、新雪除雪、路面整正、拡
幅除雪、運搬排雪、歩道除雪、凍結抑制剤散布ごとに以下のとおり実施します。

①新設除雪は、5cm～10cm程度の降雪量を目安として、気象条件、交通状況等を勘案
し交通に支障をきたす恐れがある場合に実施します。

②路面整正は、連続降雪による圧雪成長や路面残雪により、放置すると道路交通の確
保が困難な状態となる恐れがあり、路面の平坦性を確保する必要がある場合に実施
します。

③拡幅除雪は堆積した雪により必要な車道幅員及び堆雪幅が確保されておらず、道路
交通に支承をきたすおそれがある場合、又は新雪除雪の実施が困難な場合に実施し
ます。

④運搬排雪は、堆積した雪により必要な車道幅員の確保が困難となり、引き続き降雪
の増加が予想され、かつ道路交通に支障をきたすおそれがある場合に実施します。

⑤歩道除雪は、必要な区間において、歩行者の通行に支障をきたすおそれがある場合
に実施します。

⑥凍結防止剤散布は、路面の凍結が発生しやすく、安全な通行に与える影響等が大き
い区間を対象とし、路面凍結が予想される場合に実施します。
散布材料は塩化ナトリウムを基本とし、散布量は20ｇ/㎡程度を目安として、対象
区間の状況に応じた散布量を適宜設定します。

なお、道路の存する地域の地形の状況、通行の安全確保のため対応が必要な状況で
ある等、特別な事情がある場合には、上記にかかわらず、適切に設定することがで
きるものとします。
特に、大雪時もしくは大雪が予想される場合には、道路の状況を確認の上、新雪除
雪の基準よりも早期の除雪に出動すること等により、適時適切な除雪作業を実施し
ます。
また、必要に応じ、都道府県警察等の関係機関との連携や必要な協議を行い、チェ
ーン規制や、早い段階での通行止めを行った上での集中的な除雪等の措置に努めま
す。

【車道除雪の状況】 【凍結抑制剤の散布状況】 【歩道除雪の状況】
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８．施設点検

施設点検は、道路の機械施設、電気通信設備（道路照明、道路情報板、道路管理用カ
メラ、トンネル非常用施設、道路排水設備（ポンプ）など）について、保守・点検・清
掃を実施するものです。

点検は、法令等に基づき実施します。

【道路情報板の点検状況】 【ﾄﾝﾈﾙ非常用施設の点検状況】 【排水ポンプの点検状況】

９．照明施設の維持

照明施設の維持は、ランプ切れ又は経済性を勘案して、灯具等の交換作業を実施しま
す。なお、灯具等の交換にあたっては、経済比較等により適切な灯具を選定するととも
に、消費電力量の変更がある場合には、遅滞なく電力需要契約の変更申請手続きを行い
ます。

１０．橋梁の点検・補修

橋梁補修は、橋梁の高齢化や気象条件（雨、風など）、外的要因（大型車交通量など）
等による損傷を補修することにより、橋梁の長寿命化を図るとともに、安全で円滑な交
通の確保、第三者への被害防止のために実施します。

橋梁の定期点検結果に基づいて、橋梁ごとに次回の点検、修繕、架け替え等の時期を
明示した長寿命化修繕計画を策定し、計画的に補修等の対策を実施します。

なお、定期点検により、緊急点検が必要な損傷を発見した場合には、通行規制等の必
要性や安全性を勘案の上、長寿命化修繕計画にかかわらず、必要な補修等の対策を実施
します。

【橋梁点検車による点検】 【鋼材腐食】 【塗装、当て板補強】
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１１．トンネルの点検・補修

トンネルの補修は、定期点検結果に基づいて、トンネルごとに次回の点検、補修等の
時期を明示した個別施設計画を策定し、計画的に補修等の対策を実施します。

なお、定期点検等により、緊急対策が必要な損傷を発見した場合には、通行規制等の
必要性や安全性を勘案の上、補修計画にかかわらず、必要な補修等の対策を実施します。

【トンネル点検の状況】 【コンクリートのひび割れ】 【炭素繊維による補修】

１２．舗装の点検・補修

舗装の補修は、道路巡回等により確認された道路路面上の穴ぼこの補修、ひび割れへ
の補修材注入、削り取りなどの部分的な補修を実施します。

また、部分的な補修による対応では安全で円滑な交通が確保できない場合や過去に補
修を実施した箇所において再劣化が認められる場合などには、点検結果を踏まえて全面
的な舗装補修も実施します。

※道路の存する地域の地形の状況、通行の安全確保のため対応が必要である等、特別な
事情がある場合には、上記にかかわらず、適切に設定し対応します。

【補修前の状況】 【切削オーバーレイ作業中】 【補修後】
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１４．防災点検・対策（防災防雪対策含む）

防災点検は、過去の防災総点検等で要対策箇所及び防災ｶﾙﾃ箇所に位置づけられた箇
所について、道路巡回による目視点検に加え、原則として年に1回の頻度で実施します。

防災対策は、過去の防災点検結果および現地点検等により、対策が必要と判断された
法面・斜面等について、降雨・降雪等による異常気象時通行規制区間の有無や、災害発
生の危険性等を勘案して、計画的に実施します。

なお、緊急的な対応が必要な状況である等、特別な事情がある場合には、上記にかか
わらず、必要な対策を実施します。

【法面点検の状況】 【不安定な法面】 【法枠による法面保護】

「異常気象時通行規制区間」とは、大雨・台風などの異常気象時に、被害が発生する恐れのある地域

において、連続雨量が規制基準に達した場合に通行規制を行う区間。

※「特殊通行規制区間」とは、気象や現地の状況等から判断して、危険が予想される場合に通行規制

を行う区間。

図－１ 東北整備局管内の通行規制区間

（平成２１年４月現在）

一般国道自動車専用道路等
一般国道（指定区間）
一般国道（指定区間外）
県　　境

凡　　　例

（平成２１年４月現在）

一般国道自動車専用道路等
一般国道（指定区間）
一般国道（指定区間外）
県　　境

凡　　　例

（平成30年4月1日現在）

自動車専用道路（直轄）

一般国道（指定区間）

一般国道（指定区間外）

県 境

＜特殊通行規制区間＞
規制開始地点

規制終了地点

最上郡戸沢村黒渕

最上郡戸沢村真柄

郡山市熱海町大字中山字西樋ノ下

耶麻郡猪苗代町大字山潟字上戸前

耶麻郡猪苗代町大字山潟字上戸前

耶麻郡猪苗代町大字翁沢字長浜

耶麻郡猪苗代町大字翁沢字長浜

会津若松市河東町大字八田字村西甲

西村山郡西川町大字月山沢

鶴岡市田麦俣

河川氾濫河川氾濫による危険

風速12ｍ/ｓで吹雪

風速12ｍ/ｓで吹雪

吹雪

吹雪

吹雪

吹雪

風速12ｍ/ｓで吹雪

吹雪による視界不良16.7

9.9

0.9国道 ４７号

国道 ４９号

国道 ４９号

国道 ４９号

国道 １１２号<5>

<4>

<3>

<2>

<1>

危険内容規制条件
延長
（㎞）

路線名No.

13.4

6.7

①

②

③

④

⑦

⑧

⑤

⑥

⑨

<1

<2<3<4

<5

＜異常気象時通行規制区間＞
規制開始地点

規制終了地点

鶴岡市堅苔沢字深浦

鶴岡市堅苔沢字宮田

福島市飯坂町中野字爼石

米沢市万世町刈安字赤浜

最上郡金山町外沢

最上郡真室川町及位

新庄市畑

最上郡戸沢村蔵岡

最上郡戸沢村猪鼻

最上郡戸沢村草薙

仙台市青葉区作並長袋 落石

東根市大字関山字大滝

いわき市好間町北好間字猪ノ鼻 落石、地すべり

いわき市三和町合戸字入藪地内

河沼郡柳津町藤字古市 落石

耶麻郡西会津町野沢字田中甲

耶麻郡西会津町上野尻字寺林 落石

耶麻郡西会津町宝沢字坊ノ前

No. 路線名 規制基準雨量
延長
（㎞）

5.2

9.5

4.5

12.0

8.0

1.0

4.7

19.0

1.4

連続雨量 150mm

連続雨量 150mm

連続雨量 200mm

連続雨量 180mm

連続雨量 150mm

連続雨量 150mm

連続雨量 150mm

連続雨量 180mm

連続雨量 180mm

国道 ４９号

国道 ４９号

国道 ４９号

国道 ４８号

国道 ４７号

国道 ４７号

国道 １３号

国道 １３号

国道 ７号

⑨

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

地すべり

落石、地すべり

危険内容

落石
地すべり

落石、法面崩
壊

落石、地すべり
土石流
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１５．橋梁の耐震補強

橋梁の耐震補強は、緊急輸送道路上の橋梁について、大規模地震発生時において重大
な損傷を防止することを目的とし、県庁所在地間を結ぶ道路のうち、大規模地震の発生
が予測されている地域等の橋梁について重点的に実施します。

なお、緊急的な対応が必要な状況である等、特別な事情がある場合には、上記にかか
わらず、必要な対策を実施します。

※「緊急輸送道路」とは、大規模な地震が起きた場合において、避難・救助をはじめ、物資の供給、

諸施設の復旧などを広域的に実施するために指定された重要な路線。

【対策前:橋脚補強】 【対策後:橋脚補強】 【対策前:落橋防止ｼｽﾃﾑ】 【対策後:落橋防止ｼｽﾃﾑ】

１６．防雪対策（一般防雪）

防雪対策（一般防雪）は、当面、消融雪施設の更新を重点的に実施します。

なお、消融雪施設の更新にあたっては、機能低下が認められるものを対象に、除雪作
業による対応等を勘案した優先箇所を選定し実施します。

【対策前の状況】 【消融雪施設の整備例】
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１７．凍雪害防止

凍雪害防止は、堆雪幅の確保及び流雪溝の整備を重点的に実施します。

なお、堆雪幅の確保及び流雪溝の整備にあたっては、除雪作業の効率化を勘案した優
先箇所を選定し実施します。

【対策前の状況】 【堆雪幅の整備例】

１８．事故その他の応急時における対応

交通事故等の事象の発生に伴い、直轄国道及び直轄高速道路において通行規制を行う
際は、他の道路の道路管理者及び都道府県公安委員会等の関係機関と緊密な連携を図り、
適切な道路情報の提供等に努めます。

なお、落下物の処置、路面や附属物の補修などの応急対策の実施にあたっては、上記
にかかわらず、通行の安全確保等の観点から、適宜、適切に実施します。
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１９．道路の異常発見時の連絡先等

（１）道路緊急ダイヤル（通話料無料，２４時間受付）
・道路の異状を発見した場合、直接、道路管理者に緊急通報するダイヤルです。
＃９９１０

（２）道の相談室
・「道の相談室」は、幅広く道に関する相談を受付け、いただいたご意見・苦情等に

速やかに対応するための窓口です。連絡先は以下で案内しています。
http://www.thr.mlit.go.jp/road/soudan/

（３）「東北の道路」の総合情報サイト
・路面の状況など、ライブカメラで確認することができます。ドライブの計画に、

お出かけ前にチェックすると便利です。
http://www.thr.mlit.go.jp/road/koutsu/index.html

（４）ケータイ版「東北・みち情報」
・道路に関するいろいろな情報が携帯でも見られます。

ドコモ http://keitai.thr.mlit.go.jp/road/i/
ａｕ http://keitai.thr.mlit.go.jp/road/ez/
ソフトバンク http://keitai.thr.mlit.go.jp/road/v/


